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⑴
農
地
利
用
最
適
化
に
関
す
る
連
携
支
援

に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
は
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
及
び
解
消
の
た
め
、
区
・
農
会
・
営
農

組
合
等
の
協
力
を
得
て
、
担
い
手
へ
の
利

用
集
積
な
ど
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

市
は
、
県
・
国
・
農
地
中
間
管
理
機
構
の

補
助
制
度
の
活
用
な
ど
に
よ
る
連
携
支
援

（
施
設
設
備
等
の
初
期
投
資
及
び
軌
道
に

乗
る
ま
で
の
技
術
指
導
等
）
を
よ
り
一
層

充
実
さ
れ
た
い
。

⑵
発
生
防
止
及
び
解
消
に
向
け
た
具
体
的

な
支
援
に
つ
い
て

　

遊
休
農
地
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
転
作

作
物
、
ビ
オ
ト
ー
プ
等
に
よ
る
活
用
提
案

を
行
う
な
ど
幅
広
い
支
援
を
進
め
ら
れ
た

い
。

㋐　

遊
休
農
地
及
び
遊
休
農
地
予
備
軍
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
市
は
、
区
・
農
会

が
地
域
で
守
る
べ
き
農
地
を
選
別
し
、

保
全
す
べ
き
農
地
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
幅
広
い

指
導
を
さ
れ
た
い
。

㋑　

大
型
機
械
の
使
用
に
よ
る
農
作
業
の

効
率
化
の
た
め
、
水
田
の
大
型
化
や
農

道
拡
張
、
水
路
改
修
等
の
基
盤
整
備
に

つ
い
て
、
市
・
県
が
一
体
と
な
っ
て
よ

り
一
層
推
進
さ
れ
た
い
。

㋒　

中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢
者
が
地
域

の
担
い
手
と
な
り
農
地
を
守
っ
て
い
ま

す
。
市
は
、
個
人
で
対
応
で
き
な
い
遊

休
農
地
に
つ
い
て
、
地
区
組
織
で
管
理

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導

や
支
援
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

⑶
遊
休
農
地
の
特
定
利
用
に
お
け
る
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

す
で
に
遊
休
農
地
と
な
っ
て
い
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
地
域
で
守
る
べ
き
農
地
と

そ
う
で
な
い
農
地
を
話
し
合
い
の
上
で
合

意
形
成
を
図
っ
て
整
理
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
守
る
べ
き
農
地
で
な
い
と
判
断

し
た
農
地
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進
と
し
て
発
電
設
備
設
置
の
計
画

が
あ
る
場
合
は
、
当
該
農
地
を
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
し
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

を
変
更
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
豊
岡

市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
区
の
創
設

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

⑴
担
い
手
農
家
の
育
成
と
支
援
に
つ
い
て

㋐　

農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
の

現
状
と
今
後
さ
ら
に
農
業
者
が
減
少
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
若

者
の
就
農
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
業
ス
ク
ー
ル
は
、
農
業
の
担
い
手
育

成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

評
価
し
て
い
ま
す
。
市
は
、
同
制
度
を

今
後
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に

新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
に
本
制
度

の
周
知
・
浸
透
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　

ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
農
業
の
先
進
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
若
者
が
や
っ
て
み
た

い
新
し
い
農
業
の
姿
に
も
着
目
し
、
担

い
手
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

㋑　

認
定
新
規
就
農
者
（
原
則
45
歳
未

満
）
及
び
農
業
ス
ク
ー
ル
卒
業
生
の
自

立
を
促
進
す
る
た
め
、
「
豊
岡
市
若
手

農
家
支
援
事
業
」
等
の
施
設
・
機
械
の

初
期
投
資
に
係
る
支
援
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
る
が
、
若
手
農
業
者
の
事
業
を

ス
ム
ー
ズ
に
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、
技

術
指
導
も
含
め
た
継
続
し
た
支
援
を
よ

り
一
層
充
実
さ
れ
た
い
。

⑵
集
落
営
農
及
び
法
人
組
織
の
育
成
と
支

援
に
つ
い
て

㋐　

集
落
営
農
の
構
成
員
は
年
々
高
齢
化

し
て
お
り
、
ま
た
法
人
組
織
の
人
材
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
採
算

性
の
あ
る
農
業
を
目
指
す
こ
と
も
農
業

経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
は
重
要
で
す
。

市
は
県
・
国
・
農
地
中
間
管
理
機
構
・

Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
て
、
集
落
営
農
及

び
法
人
組
織
が
持
続
で
き
る
よ
う
長
期

に
わ
た
る
育
成
・
支
援
制
度
を
確
立
さ

れ
た
い
。

㋑　

集
落
営
農
及
び
法
人
組
織
は
地
域
農

業
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
る
が
、
農

産
物
価
格
の
低
迷
や
人
的
資
源
の
不

足
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
さ
ら
に
深
刻
化

す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
集
落

営
農
及
び
法
人
組
織
の
安
定
経
営
の

た
め
、
労
働
力
軽
減
や
農
業
技
術
の

継
承
に
寄
与
す
る
省
力
化
機
械
の
導

入
や
既
存
機
械
更
新
時
の
支
援
制
度

を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑶
肥
料
等
生
産
資
材
高
騰
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て

　

水
稲
・
転
作
作
物
に
対
し
、
一
律
３
、

０
０
０
円
／
10
ａ
の
給
付
金
支
援
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
野
菜
や
花
の
園
芸
作
物

１ 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
及
び

解
消

２ 

担
い
手
農
家
や
集
落
営
農
の

育
成
と
支
援

市長と大原会長、役員

　
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
先
立
ち
、
10
月
７
日
、

大
原
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
５
名
で
市
長
室

を
訪
れ
、
意
見
書
の
趣
旨
を
説
明
し
、
市
長
に
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
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の
よ
う
に
生
育
資
材
高
騰
の
影
響
が
大
き

い
転
作
作
物
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
手
厚

い
支
援
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑴
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
㋐　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
市
町
村
が
策
定

す
る
計
画
と
し
て
法
定
化
さ
れ
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
の

事
が
浸
透
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

今
後
、
区
・
農
会
等
に
よ
る
話
し
合

い
で
プ
ラ
ン
の
実
質
化
を
推
進
す
る
た

め
、
市
は
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
区
・

農
会
と
の
連
携
を
深
め
る
施
策
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

㋑　

小
規
模
地
域
に
お
い
て
は
マ
ン
パ

ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
補
う
支
援
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

㋒　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
関
連
施
策
が
見

直
し
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
・
農

業
委
員
会
の
負
担
増
が
予
測
さ
れ
る
。

県
・
国
へ
交
付
金
の
増
額
を
要
望
さ
れ

た
い
。

⑵
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
の
推
進

に
つ
い
て

㋐　

共
同
活
動
に
つ
い
て

　
　

交
付
金
事
務
の
簡
素
化
に
つ
い
て
、

県
・
国
へ
引
き
続
き
働
き
か
け
ら
れ
た

い
。

　
　

ま
た
、
全
地
域
が
取
り
組
め
る
よ
う
、

制
度
の
周
知
徹
底
に
努
め
一
層
の
推
進

を
図
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
地
域
住
民
が

農
地
を
守
る
観
点
か
ら
、
資
材
、
飼
料

及
び
肥
料
等
を
助
成
金
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
る
よ
う
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

㋑　

施
設
の
長
寿
命
化
活
動
の
推
進
に
つ

い
て

　
　

農
業
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

施
設
の
長
寿
命
化
活
動
に
つ
い
て
積
極

的
な
指
導
・
支
援
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
制
度
改
正
に
よ
り
希
望
す
る
事
業

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
制
限

の
緩
和
に
つ
い
て
、
県
・
国
に
働
き
か

け
ら
れ
た
い
。

⑶
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
村
を
活
性
化

す
る
支
援
に
つ
い
て

㋐　

新
規
就
農
者
の
育
成
支
援

　
　

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
が
い
な

い
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
今
後
、
地

域
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す

事
が
見
込
ま
れ
る
農
業
者
と
し
て
「
定

年
帰
農
者
」
や
農
業
と
他
の
仕
事
Ｘ
を

組
み
合
わ
せ
た
「
半
農
半
Ｘ
」
な
ど
多

様
な
形
態
で
新
規
就
農
を
促
す
た
め
の

支
援
を
検
討
さ
れ
た
い
。

㋑　

営
農
組
合
の
設
立
指
導

　
　

委
員
と
し
て
の
活
動
に
は
限
界
が
あ

り
、
一
つ
の
集
落
で
は
営
農
組
合
な
ど

の
組
織
確
立
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
意
向
調
査
な
ど
集
落
の
方
向

性
を
決
定
付
け
る
た
め
指
導
・
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

⑴
被
害
防
止
の
対
策
に
つ
い
て

㋐　

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
、
有
害
獣
の

被
害
防
止
対
策
と
し
て
、
電
気
柵
・
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
の
防
護
柵
が
非

常
に
有
効
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

に
つ
い
て
は
、
小
動
物
に
も
対
応
し
た

規
格
の
変
更
と
事
業
補
助
率
の
拡
大
を

検
討
さ
れ
た
い
。
補
助
金
を
利
用
し
た

既
存
施
設
に
つ
い
て
は
補
助
サ
イ
ク
ル

の
短
期
化
と
、
全
般
を
通
じ
た
事
業
採

択
枠
の
拡
大
な
ど
支
援
を
よ
り
一
層
充

実
さ
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
の
み
な
ら
ず
、

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
す
る
知
識
・

技
術
の
習
得
や
最
新
の
情
報
を
入
手
す

る
た
め
、
ソ
フ
ト
面
の
強
化
に
繋
が
る

広
報
活
動
や
研
修
会
等
を
開
催
す
る
な

ど
検
討
さ
れ
た
い
。

㋑　

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
を
整
備
す
る
補

助
事
業
に
つ
い
て
、
採
択
件
数
を
増
や

す
よ
う
、
県
・
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た

い
。

㋒　

サ
ル
に
よ
る
被
害
は
、
農
作
物
の
み

な
ら
ず
、
家
屋
な
ど
の
損
傷
が
非
常
に

深
刻
で
す
。

　
　

既
存
の
サ
ル
被
害
対
策
補
助
制
度
の

充
実
を
図
り
、
捕
獲
に
係
る
保
護
政
策

の
見
直
し
を
県
・
国
に
働
き
か
け
ら
れ

た
い
。

⑵
個
体
数
減
少
の
対
策
に
つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
水
稲
な
ど
農
作

物
の
食
い
荒
ら
し
だ
け
で
な
く
、
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
畦
畔
、
農
道
な
ど
の
掘
り
起
こ

し
に
よ
る
被
害
が
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、

４ 

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
の

強
化

３ 

地
域
を
支
え
る
農
政
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営
農
意
欲
の
減
退
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
、
個
体

数
を
減
少
さ
せ
る
事
が
最
大
の
有
効
施
策

と
考
え
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
新
規
狩
猟
者
の
増
加
を
図
る

た
め
の
支
援
と
狩
猟
条
件
の
緩
和
な
ど
に

つ
い
て
県
、
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

⑴
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

　

２
０
０
３
年
よ
り
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

た
農
薬
・
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
環
境
創

造
型
農
業
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

の
お
米
や
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
」
の
農
産

物
は
、
安
全
・
安
心
の
証
で
あ
る
豊
岡
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
、
消
費
者
の
信
頼
を
獲
得

し
消
費
拡
大
に
繋
が
る
と
と
も
に
、
農
業

者
、
農
村
に
と
っ
て
明
る
い
未
来
に
繋
が

る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
な
る
普
及
を
図
る
た
め
、
取
り
扱

い
店
舗
の
拡
大
や
学
校
給
食
の
食
材
利
用

の
拡
大
に
つ
い
て
、
市
の
指
導
強
化
は
も

と
よ
り
取
り
扱
い
事
業
者
へ
の
優
遇
措
置

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑵
食
農
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

社
会
・
食
生
活
の
多
様
化
は
、
家
庭
の

味
や
地
元
農
産
物
を
使
用
し
た
伝
統
食
の

継
承
が
失
わ
れ
る
な
ど
、
食
へ
の
悪
影
響

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
ど

も
園
・
小
学
校
の
授
業
の
一
環
と
し
て
野

菜
栽
培
、
調
理
体
験
や
地
域
の
農
業
体
験

で
の
農
業
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
食
を

生
み
出
す
農
業
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
取

り
組
み
を
継
続
さ
れ
た
い
。

⑶
農
業
が
生
み
出
す
環
境
問
題
に
つ
い
て

　

近
年
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海

洋
汚
染
が
問
題
視
さ
れ
る
な
か
、
農
業
生

産
に
お
い
て
も
、
マ
ル
チ
や
被
覆
肥
料
な

ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
つ
い
て
適
切

な
対
応
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
推
進
に
つ
い
て

　

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
実
施
は
、
農
業

者
の
労
力
軽
減
、
生
産
性
向
上
な
ど
農
家

の
「
働
き
方
改
革
」
に
大
変
有
益
で
あ
り

ま
す
。

　

特
に
豊
岡
市
に
お
い
て
は
主
力
と
さ
れ

る
水
稲
へ
の
導
入
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

田
植
え
、
草
刈
り
、
耕
う
ん
、
防
除
な
ど

の
作
業
に
取
り
入
れ
る
た
め
、
最
新
の
情

報
や
活
用
事
例
の
紹
介
な
ど
農
家
へ
の
積

極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
導
入
に
あ
た
っ
て
高
額
と
な
る

費
用
負
担
に
対
し
、
機
械
の
レ
ン
タ
ル
や

リ
ー
ス
制
度
の
活
用
や
補
助
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

⑵
「
農
福
連
携
事
業
」
の
仕
組
み
作
り
に

つ
い
て

　

障
が
い
者
・
高
齢
者
の
方
な
ど
農
業
者

以
外
の
方
へ
の
農
作
業
の
委
託
は
、
人

材
・
労
働
力
確
保
の
面
か
ら
も
重
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
作
業
の
委
託
に
は
双
方
の

問
題
点
や
立
場
を
理
解
す
る
こ
と
や
作
業

能
力
向
上
の
た
め
の
援
助
も
必
要
で
あ
り
、

委
託
側
と
受
託
側
の
双
方
の
利
益
が
一
致

す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

「
農
福
連
携
事
業
」
推
進
の
た
め
、
相

互
の
理
解
と
交
流
を
図
る
窓
口
を
新
設
し

対
応
さ
れ
た
い
。

⑶
異
常
気
象
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
高
潮
、
豪

雨
、
豪
雪
な
ど
に
よ
る
農
産
物
や
農
業
機

械
へ
の
被
害
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

な
ど
関
連
団
体
と
も
連
携
し
、
さ
ら
な
る

対
策
や
支
援
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
円
山
川
堤
防
が
整
備
強
化
さ
れ

た
が
、
豪
雨
時
に
は
排
水
処
理
が
困
難
と

な
り
、
内
水
氾
濫
に
よ
る
農
作
物
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
国
に
対
し
て
大
型
排

水
ポ
ン
プ
設
置
の
要
請
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑷
中
山
間
地
域
の
農
地
を
守
る
た
め
に

　

遊
休
農
地
の
増
加
、
農
地
の
山
林
化
が

進
む
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
獣
害
対

策
や
水
路
の
補
修
に
は
多
額
の
資
金
が
必

要
で
あ
り
、
農
業
者
が
投
入
す
る
労
力
に

も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

経
営
所
得
安
定
対
策
の
「
水
田
活
用
直

接
支
払
交
付
金
制
度
」
が
改
定
さ
れ
、
５

年
に
一
度
は
水
田
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

を
条
件
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業
実

施
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

本
制
度
に
つ
い
て
地
域
の
実
情
を
考
慮

し
た
制
度
の
見
直
し
を
県
・
国
に
求
め
ら

れ
た
い
。

５ 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進

及
び
地
産
地
消
と
食
農
教
育

６　
そ
の
他
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城
崎
地
域
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
担
当
し
て
早
く
も
６
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。

城
崎
地
域
の
農
地
は
山
間
の
小
規
模
農

地
群
で
広
く
て
２
反
、
そ
れ
以
下
が
連
綿

と
続
い
て
い
る
圃
場
が
大
半
で
す
。
昭
和

40
年
代
ま
で
は
、
兼
業
農
家
が
主
流
の
自

己
管
理
で
潤
っ
て
い
ま
し
た
。
機
械
が
入

ら
な
い
山
地
は
衰
退
や
む
な
し
、
湿
田
は

徐
々
に
管
理
地
化
が
進
み
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
戸
島
耕
地
や

下
島
耕
地
は
大
規
模
圃
場
整
備
が
実
施
さ

れ
広
大
な
区
画
の
圃
場
に
変
わ
り
、
今
は

集
落
営
農
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
目
に
付
く
の
は
、

遊
休
農
地
の
増
加
で
す
。
そ
の
い
ち
ば

ん
の
要
因
は
人
材
不
足
で
す
。
最
近
離
農

さ
れ
た
方
々
に
聞
く
と
「
今
ま
で
請
け

負
っ
て
い
る
人
達
も
高
齢
に
な
り
無
理
は

言
え
な
い
し
、
比
較
的
若
い
人
は
自
分
の

所
で
精
一
杯
と
言
わ
れ
る
。
」
と
、
途
方

に
暮
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

更
に
追
い
打
ち
と
な
っ
て
い
る
の
が

有
害
鳥
獣
対
策
で
す
。
城
崎
地
区
は
ほ
と

ん
ど
の
農
地
が
山
裾
に
位
置
し
、
特
に
鹿

と
猪
の
対
策
な
し
で
は
耕
作
で
き
ま
せ
ん
。

飯
谷
地
区
や
来
日
地
区
な
ど
は
集
落
全
体

が
金
網

や
メ
ッ

シ
ュ
網

で
全
体

を
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
し

か
し
、
起
伏

が
あ
り
、
河

川
や
道
路
を
挟
む
と
途
切
れ
て
し
ま
い
万

全
に
は
出
来
ま
せ
ん
。
最
後
は
個
々
の
対

策
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

二
見
中
山
間
地
域
は
、
山
裾
に
３
町
歩

余
り
の
耕
地
の
中
、
沿
う
よ
う
に
市
道
と

Ｊ
Ｒ
線
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
電

気
柵
で
対
策
し
て
い
ま
し
た
が
被
害
が
抑

え
き
れ
ず
、
三
年
前
、
金
網
メ
ッ
シ
ュ
を

奨
め
翌
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
秋

は
被
害
が
出
ま
し
た
が
、
幸
い
市
道
を
跨

い
で
の
侵
入
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

他
の
地
区
で
も
同
様
な
状
態
が
見
聞
き

で
き
ま
し
た
。
改
め
て
農
地
の
保
全
の
難

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
度
残
さ
れ
た
期
間
、
様
々
な
課
題

は
あ
る
も
の
の
、
委
員
と
し
て
最
後
ま
で

頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
推
進
委
員　

岩
本　

照
雄
）

私
の
担
当
し
て
い
る
の
は
、
弘
道
・

福
住
・
寺
坂
地
区
で
す
。
平
地
は
圃
場

が
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
山
間
地
で
は
、

遊
休
農
地
が
多
く
、
徐
々
に
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。
我
々
の
任
務
は
、
そ
の

農
地
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
す
。
食
料

の
確
保
だ
け
で
な
く
、
防
災
・
環
境
保

全
に
も
対
応
し
た
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
一
番
心

配
し
て
い
る
の
は
、
農
業
人
口
の
著
し

い
減
少
で
す
。
現
代
で
は
60
歳
で
定
年

し
、
帰
農
す
る
よ
り
も
、
会
社
勤
め
を

続
け
る
人
も
多
く
、
農
業
へ
の
関
心
が

薄
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
兼
業
農

家
の
減
少
も
あ
い
ま
っ
て
、
専
業
農
家

へ
の
期
待
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
数
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。

当
地
区
の
土
地
改
良
区
は
一
ヶ
所
で

す
。
中
山
間
地
の
遊
休
農
地
化
、
山
林

化
を
防
ぐ
に
は
、
基
盤
整
備
を
し
て
耕

作
地
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
主
の
理
解

が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が

続
け
ば
、
農
業
人
口
の
減
少
に
つ
な
が

る
一
因
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
農
地
を
守
り
、
食
を
守

る
活
動
が
私
達
の
使
命
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
農
家
の
皆
様
に
は
、
私

達
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
推
進
委
員　

川
見　

正
康
）

頑張ってます！農地利用最適化推進活動　No.14

石橋農業委員

井谷農業委員

岩本推進委員

川見推進委員

来日地区の農地の状況

福住地区の農地の状況

農地パトロール
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８
月
21
日
、
道
の
駅
「
神
鍋
高
原
」

で
「
第
７
回
神
鍋
高
原
ス
イ
カ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
当
日
の
状
況
を
店

長
の
川
辺
麻
紀
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し

た
。イ

ベ
ン
ト
は
、
午
前
10
時
、
カ
ッ
ト

ス
イ
カ
４
５
０
食
の
無
料
配
布
で
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
「
先
ず
、
実
際

に
食
べ
て
も
ら
っ
て
神
鍋
高
原
ス
イ
カ

の
美
味
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た

い
か
ら
」
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、
大
食

い
競
争
、
大
玉
ス
イ
カ
の
重
量
当
て
ク

イ
ズ
、
ス
イ
カ
ト
ラ
ッ
ク
販
売
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、
ご
家
族
連
れ
で
大

い
に
賑
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
、
道
の
駅
の
直
売
所
に
納
入
し

て
い
る
生
産
者
さ
ん
は
13
名
で
、
徐
々

に
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
年
の
販

売
数
は
、
２
、
３
３
９
個
で
、
味
の
保

証
の
為
、
納
入
時
に
は
、
そ
の
ロ
ッ
ト

の
１
個
を
無
作
為
に
抽

出
し
、
実
際
に
切
っ
て
、

糖
度
検
査
を
し
、
糖

度
11
度
以
下
は
、
ロ
ッ

ト
返
品
す
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
ま
で
し
て
で
も
、

納
入
生
産
者
の
「
ふ
れ

あ
い
ふ
ぁ
ー
む
」
の
会

の
皆
さ
ん
と
、
昔
の
盛

況
を
復
活
さ
せ
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
生
産
者
の
お
一
人
、
北
村
哲

三
さ
ん
に
、
美
味
し
い
ス
イ
カ
作
り

の
条
件
と
秘
訣
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

「
美
味
し
い
ス
イ
カ
の
条
件
は
、
高

原
の
寒
暖
差
が
大
き
い
気
候
条
件
と
、

［
黒
ボ
ク
］
と
言
わ
れ
る
火
山
灰
地
質

は
有
機
物
の
含
有
量
が
多
く
、
保
水
性

や
透
水
性
が
い
い
地
質
が
そ
ろ
っ
て
い

る
こ
と
」
と
の
こ
と
。
秘
訣
は
「
初
期

育
成
を
抑
え
、
強
く
育
て
る
た
め
、
植

込
み
直
下
に
施
肥
せ
ず
、
半
径
２
ｍ
程

度
離
し
施
肥
す
る
。
と
に
か
く
ス
イ
カ

は
外
見
で
良
否
の
判
断
が
出
来
な
い
か

ら
難
し
い
」
と
の
こ
と
。

「
作
る
人
」
「
売
る
人
」
そ
れ
ぞ
れ

の
努
力
・
工
夫
・
想
い
が
あ
っ
て
成
り

立
つ
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
農
業
委
員　

中
島　

覚
）

伝統農産物・特産農産物の紹介
昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの特産農産物を皆さんに知ってもらい、地域農業の振興に役立ててもら
うため、この特集を行っています。今回は“紫黒米（しこくまい）”と“神鍋高原スイカ”です。

Part13

豊
岡
市
市
場
の
中
嶋
照
彦
さ
ん
は
、

現
在
、
約
10
ａ
の
田
ん
ぼ
で
紫
黒
米

を
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
で
栽
培
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

紫
黒
米
は
古
代
米
の
一
種
で
、
今

の
米
に
は
無
い
栄
養
成
分
が
含
ま

れ
、
健
康
の
た
め
に
良
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
糠
に
含
ま
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
・
Ｅ
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン

類
、
リ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
が
含

ま
れ
、
生
活
習
慣
病
や
ガ
ン
を
抑
え

る
抗
酸
化
機
能
を
持
つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
紫
黒
米
の
色
素
で
あ
る
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
は
、
タ
ン
ニ
ン
と
同
様

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
あ
る
が
、

特
に
肝
機
能
や
視
力
の
増
強
の
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ン
を
含
む
黒
い
食
べ
物
の
機

能
性
が
近
年
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

以
前
は
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
と
一
般
社

団
法
人
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化
事
業

団
の
両
方
の
認
証
を
受
け
て
お
ら
れ

ま
し
た
が
、
現
在
は
後
者
の
方
一
本

で
、
毎
年
検
査
を
受
け
て
栽
培
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
、
バ
イ

ン
ダ
ー
で
刈
取
り
を
し
て
天
日
干
し

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
一
時

的
に
懐
か
し
い
日
本
の
原
風
景
が

出
現
し
ま
す
。
作
業
は
大
変
で
す
が
、

従
兄
弟
が
手
伝
い
に
き
て
く
れ
て
非

常
に
助
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

販
売
先
と
し
て
は
、
自
然
食
品
の

店
を
全
国
展
開
さ
れ
て
い
る
㈱
Ｍ
Ｏ

Ａ
商
事
に
主
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
岡
で
は
「
た
じ
ま
ん
ま
」
や
「
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
」
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

「
『
人
類
の
健
康
と
地
球
の
健
康

の
た
め
に
』
と
い
う
壮
大
な
テ
ー
マ

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自
然
農
法
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

（
農
業
委
員　

栗
原　

安
信
）

神
鍋
高
原
ス
イ
カ

紫
黒
米（
し
こ
く
ま
い
）

天日干しされる紫黒米

カットスイカの無料配布

スイカトラック販売
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きばっとんなる人らぁ○49 このコーナーでは、
地域で頑張るみなさんを紹介します。

「心は一つ、力を合わせ、譲り合い、
楽しく、仲良く、むら繁盛」

農事組合法人観音寺営農組合（日高町観音寺）

「観音寺営農組合」は、平成19年に、組合員
47戸で設立。平成22年法人化、令和３年度農地
バンク利用権設定（127筆）等の経過を経て、本
年度で設立15周年を迎えられました。

観音寺区は日高町の三方地区内にあり、妙見
山系観音寺川沿いの全戸71戸の集落で、内53戸
が組合員であり、全圃場面積は23ha（うち水稲
15ha）とのことです。圃場のほとんどは耕地
整理された15ａ以上の圃場で構成されています。
水にも恵まれ、稲作の安定生産に寄与しています。

現在の組織は、水上組合長筆頭に、９人の役
員と組合員で構成され、圃場10haを組合管理田
として集積し、更に昨年度は初めて18ａの遊休
圃場を購入し稲作を開始されました。また、組合
員の希望により、稲作の全行程作業を請負い、且
つ、作業料金は日高町の基準料金の80%程度と
安価とのことです。

15年間の大きな節目は、平成22年の法人化、
令和３年度の農地バンク利用権設定です。多様な
担い手の確保と観音寺農業の持続可能な地域政策
を区・農会・営農が一体となって確立し、新しい
人事体制のもと、組織と活動の一体化が図れたこ
とです。また、草刈応援隊が結成され、農家以外
の方の参加も嬉しいことの一つです。

そんな中でも、昨今の米価の下落、転作作物
（大豆等）の不作により、事業収支は厳しいが、
法人機能をフル回転させ、一層のコミュニケーシ
ョンを図り、区民の皆さんに役立つ組織として、
歩み続けたいとのことでした。

　（農業委員　中島　覚・原　清美）

「但東町の農業担い手を目指して！」
橋本　孝文さん（但東町小谷）

橋本孝文さん（33歳）は結婚を機に「本格的
に農業をやりたい」と思い、福知山市から但東町
に移住し、今年の４月に「豊岡農業スクール」に
入校されました。

現 在 、 「 ひ ら た 営 農 組 合 （ 福 田 春 彦 組 合
長）」の下で研修中です。

ひらた営農組合は、組合員36人、11haで、コ
ウノトリ育むお米、ピーマン、とうもろこし等無
農薬の農業栽培を目指されています。また、スマ
ート農業推進事業を取り入れ、今年は、コンバイ
ン・動力噴霧器・洗浄機、畦塗機を導入。来年は、
田植機・除草機等の導入を予定するなど、農業の
近代化、省力化推進を行っておられます。

その中で橋本さんは、畔塗、田植え、夏のと
うもろこしもぎ取り園、ピーマン収穫等精力的に
研修中です。なかでもとうもろこし園では、リピ
ーターも増え、ご家族連れのお客さんには試食で
「甘くてとってもおいしい。また来たいな。」と
の声を聞き、「消費者のみなさんと直接触れ合え
るのは楽しいし、やりがいもあり嬉しかった。」
と言われていました。

福田組合長さんは、「将来は、平田地区のみ
でなく、但東町高橋地域の農業を担って行きたい。
そのためには後継者である若者の育成に努めたい。
橋本君にも大いに期待している。」と話されてい
ました。

橋本さんは、「但馬で活躍している同世代の
仲間と共に助け合いながら研修を積み、この但
東町の魅力ある農
業の担い手として
頑 張 っ て 行 き た
い。」と意気込ん
でおられます。

若者たちの活躍
により地域の農業
が発展することを
期待しています。
 （農業委員　
        井谷　勝彦）

　　　水上組合長　　　　　　　水田相談役（前組合長）
お話をうかがったお二人

橋本孝文さん
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全国農業新聞を購読してみませんか！
 ＊お申し込みは

農業委員会事務局または、
地元の農業委員・推進委員

まで週刊（毎週金曜日発行）　月 700円
（送料、消費税込）

農業の最新情報を提供

　
担
い
手
不
足
、
荒
廃
農
地
な
ど
の
農
業
問
題
は
、

関
係
各
位
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
容
易
に
解
決

で
き
な
い
大
き
な
課
題
で
す
。
新
た
に
改
定
さ
れ

た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
農
地
の
集
積
を
進
め
、

作
業
効
率
を
高
め
て
生
産
性
を
向
上
す
る
よ
う
市

町
村
に
そ
の
策
定
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
農
業
・
農
村
問
題
を
農
業
者
だ
け
で
な
く
地
域

の
問
題
と
し
て
共
に
考
え
、
ふ
る
さ
と
を
守
り
次

世
代
に
自
然
豊
か
な
農
村
を
残
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　
終
わ
り
に
第
53
号
「
と
よ
お
か
農
委
だ
よ
り
」

の
発
行
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
長
　
原
　
清
美
）

農委だより第53号は私たちが担当しました。
後列左から　平野委員、石橋委員、中島委員
前列左から　栗原委員、原委員、井谷委員

八代オクラの収穫に挑戦！！  「八代保育園の園児たち」表紙について

　８月30日、好天に恵まれて、八代保育園の年長組のぶどう組さん12人が、八代コミュニテ
ィが作付けしているオクラ畑で毎年恒例の八代オクラ収穫に挑戦しました。
　八代オクラの特徴は、普通のオクラが五角形で５㎝～７㎝で収穫するのに対して、八代オ
クラは七角形か八角形で８㎝～12㎝で収穫します。
　ハサミを渡され、怪我をしないようにと注意を受けて、一斉にオクラ畑へ。ボランティア
の方々にもお手伝いをしていただきながら、わいわいがやがや、賑やかに始まりました。力
が入ってオクラの木を折ったり、背伸びをするけどあと少し届かなかったりしましたが、あ
っちこっちで「採れた！」と聞こえてきました。やっと収穫できた時の嬉しそうな顔！
　収穫すること約30分。園児たちが満足そうな、嬉しそうな顔をして、小さな手からはみ出
したオクラを持って引き上げてきました。「早く食べたいな、楽しみだな！」「今日の給食に
出るのかな？」と言いながら、収穫したオクラと一緒に記念写真をパチリ！！

（農業委員　平野　薫）


